
第51 回大 会〕

2  Fa-7 生活技能構造の教育実践的研究（5）

一技能と知識の構造－

○武川素子、笠井直美、大渾清二（大妻女大）

教　　育

【目的】技能構造についてはスポーツや技能訓練の分野において様々な研究がなされている。

しかし生活技能という視点から技能構造を扱った報告は少ない。本研究では特に被服分野

における生活技能の技能構造を明らかにすることを目的とした。

前報までに。基本的技能である並縫い、被服分野の知識理解を取り上げ検討を行ってきた。

本報では､ 被服製作作品について作品構成要素の技能構造、知識と技能の関係等にづいて

因子分析等の結果から検討した。

【方法】短期大学生100 名を対象に平成６年10 月、平成７年2月に和服製作に関する質問紙

調査を行った。また製作した子供用和服（一つ身）について平成7年３月に評価を行った。

評価項目は基本的技能と和服製作技能の項目からなる。

【結果】以下の結果が明らかになった。

・並縫い、くけ等の基本的技能項目間および作品構成要素の技能項目間において相関関係

が認められた。

・各技能項目と関連する知識項目間には相関関係が認められた。

・因子分析の結果、衿付、袖付等一連の作業に結びつく技能の因子、ならびに和服製作に

必要な固有技能項目の因子が抽出された。

2 Fa- 8　　　　高校生・大学生の消費実態と消費者教育の課題に関する研究（第１報）
○田結庄順子＊　　樋口知子＊＊

（*広島大　＊＊広島大・院）

目的　　最近の若年層をターゲットにした「モノとサービス」の販売攻勢は，その消費

生活の様相を，従来とは異なった状況に変えた。こんにちの若年層は，絶えざる欲求

による「モノとサービス」に執着した商品選択を行っている。そこで，広島県内の高校

生と大学生を対象にした「消費実態に関する調査」から得られたデータを基に，「モノと

サービス」に関する消費実態等の問題点と今後の学校の消費者教育の課題等を検討する。

方法　　 広島県内の公立高校生と国公立大学生を対象にした「消費実態に関する調査」

を1998 年10 月～12 月に実施。調査対象者数は高校生748 人，大学生576 人であった。

結果　　1. 現在の若者が好む39 種類の「モノとサービス」の現有状況や将来の消費欲

求では，高校生男子は移動手段と最新の機器に対して，女子は外見を飾ることに対して強

い。大学生の消費欲求では，男子は情報関係の機器に対して，女子は様々なサービスに対

して強く，特に就職や資格取得に関するサービスで顕著である。男子は自分に投資するモ

ノ等には，あまり関心を持っておらず，女子と異なっていた。 2. 通信販売の利用は高校

生男子47.6%, 女子64.7%, 大学生男子37.9％, 女子71.6% で女子で活発であった。

3.高校生は今の消費生活について，友達の持ち物等に引きずられる等を問題としていた。
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